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事
業
場
で
の
過
半
数
代
表
者
の

在
り
方
な
ど
に
つ
い
て
審
議
し

た
。過

半
数
労
組
・
代
表
者
は
、

労
使
協
定
の
締
結
な
ど
で
の
労

働
者
の
意
見
集
約
と
い
っ
た
事

業
場
の
全
労
働
者
の
公
正
な
代

表
と
し
て
手
続
き
を
行
う
こ
と

が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
役

割
が
果
た
さ
れ
る
よ
う
な
措

置
、
過
半
数
代
表
者
の
任
期
や

複
数
人
の
選
出
の
権
限
、
責

任
、
異
動
・
退
職
時
の
取
り
扱

い
が
論
点
と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
を
踏
ま
え
、
過
半
数
代

表
者
選
出
の
た
め
の
使
用
者
側

に
よ
る
一
定
の
情
報
提
供
や
、

活
動
の
た
め
の
便
宜
供
与
の
是

非
と
必
要
な
措
置
に
つ
い
て
議

論
。
ま
た
、
金
銭
的
な
便
宜
供

与
が
行
わ
れ
る
場
合
の
労
働
組

合
法
の
不
当
労
働
行
為
と
の
整

合
性
、
過
半
数
代
表
者
で
あ
る

こ
と
を
理
由
に
使
用
者
か
ら
不

利
益
な
扱
い
を
さ
れ
な
い
た
め

の
措
置
に
つ
い
て
意
見
を
交
わ

し
た
。

（
田
中
信
也
）

厚
生
労
働
省
は
９
月
30
日
、

労
働
政
策
審
議
会
の
労
働
条
件

分
科
会
（
山
川
隆
一
分
科
会

長
、
明
治
大
学
教
授
）
の
会
合

を
開
き
、
労
働
基
準
法
の
改
正

に
向
け
た
検
討
課
題
で
あ
る
過

半
数
労
働
組
合
、
労
組
が
な
い

る
。

（
加
藤
紀
之
介
）

の
計
画
策
定
力
、
幹
線
輸
送
の

運
行
効
率
の
向
上
が
見
込
ま
れ

る
輸
配
送
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

を
利
用
す
る
企
業
が
増
加
し
て

い
る
。
し
か
し
、
ス
ポ
ッ
ト
案

件
や
単
発
運
行
で
提
示
さ
れ
る

こ
と
が
一
般
的
で
、
運
行
効
率

の
低
さ
が
収
益
の
低
下
を
招
い

て
い
た
こ
と
を
受
け
、
幹
線
輸

送
の
効
率
化
に
向
け
て
、
独
自

の
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
に
よ
り
輸
配

計
画
を
自
動
作
成
す
る
シ
ス
テ

ム
を
開
発
し
た
。

ナ
カ
ノ
商
会
の
ベ
テ
ラ
ン
配

車
担
当
者
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
配
車

ロ
ジ
ッ
ク
に
組
み
込
み
、
一
度

に
10
万
～
20
万
件
の
デ
ー
タ
処

理
が
可
能
で
、
最
適
な
組
み
合

わ
せ
を
自
動
計
算
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
物
流
事
業
者
に
無
駄
の

な
い
計
画
を
提
示
す
る
。

同
シ
ス
テ
ム
の
導
入
に
よ

り
、
配
車
効
率
、
配
車
担
当
者

ヤ
マ
ト
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

傘
下
の
ナ
カ
ノ
商
会
（
井
川
健

一
社
長
、
東
京
都
江
戸
川
区
）

と
、
シ
マ
ン
ト
（
和
田
怜
社

長
、
中
央
区
）
は
輸
配
送
計
画

シ
ス
テ
ム
「
Ａ
ｕ
ｔ
ｏ

Ｄ
ｉ

ｓ
ｐ
ａ
ｔ
ｃ
ｈ
」
を
共
同
開
発

し
、
１
日
か
ら
ナ
カ
ノ
商
会
で

運
用
を
開
始
し
た
、
と
発
表
し

た
。シ

マ
ン
ト
独
自
の
デ
ー
タ
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
連
携
し
、

最
適
な
輸
配
送
計
画
を
自
動
作

成
す
る
。
物
流
事
業
者
に
提
供

す
る
こ
と
で
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の

労
働
環
境
を
守
り
な
が
ら
持
続

可
能
な
幹
線
輸
送
を
実
現
す

る
。近

年
、
輸
送
力
不
足
が
懸
念

さ
れ
て
い
る
中
で
荷
主
企
業
と

物
流
事
業
者
を
マ
ッ
チ
ン
グ
す

鈴
木

邦
雄
氏
（
元
商
船
三

井
社
長
）
９
月
20
日
、
病
気
の

た
め
死
去
、
86
歳
。
告
別
式
は

近
親
者
で
行
っ
た
。
喪
主
は

妻
、
彰
子
さ
ん
。
お
別
れ
の
会

を
行
う
が
日
取
り
な
ど
は
未

定
。

の
１
万
８
５
０
０
平
方
㍍
を
改

修
し
た
こ
と
で
、
全
館
が
医
薬

品
専
用
倉
庫
と
し
て
稼
働
可
能

に
な
っ
た
。
同
エ
リ
ア
で
は
定

温
エ
リ
ア
を
整
備
し
、
医
薬

品
、
健
康
関
連
製
品
な
ど
の
品

質
を
確
保
す
る
た
め
の
最
適
な

保
管
環
境
を
実
現
し
た
。

同
施
設
で
は
こ
の
ほ
か
、
温

度
監
視
シ
ス
テ
ム
、
監
視
カ
メ

ラ
、
ア
ク
セ
ス
制
御
、
発
電
機

と
い
っ
た
設
備
を
備
え
て
い

る
。

（
加
藤
紀
之
介
）

て
稼
働
す
る
。

Ｍ
Ｄ
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
は
近

年
、
温
度
管
理
が
可
能
で
ｃ
Ｇ

Ｍ
Ｐ
に
準
拠
し
た
物
流
施
設
の

需
要
が
急
速
に
拡
大
し
て
い
る

こ
と
を
受
け
、
施
設
改
修
を
段

階
的
に
進
め
て
き
た
。

２
０
２
４
年
９
月
に
北
側
エ

リ
ア
（
１
万
８
５
０
０
平
方

㍍
）
を
、
定
温
エ
リ
ア
（
セ
氏

15
～
25
度
）
と
冷
蔵
エ
リ
ア

（
２
～
８
度
）
の
２
温
度
帯
を

備
え
た
ｃ
Ｇ
Ｍ
Ｐ
準
拠
の
施
設

に
改
修
。
今
回
、
南
側
エ
リ
ア

Ｎ
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｏ
Ｎ

Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｒ

Ｅ
Ｓ
Ｓ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

（
Ｎ
Ｘ
Ｈ
Ｄ
）
は
９
月
30
日
、

グ
ル
ー
プ
会
社
の
Ｍ
Ｄ
ロ
ジ
ス

テ
ィ
ク
ス
が
、
米
国
イ
ン
デ
ィ

ア
ナ
州
プ
レ
イ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド

に
位
置
す
る
同
社
最
大
規
模
の

物
流
拠
点
の
南
側
エ
リ
ア
の
改

修
工
事
を
７
月
に
完
了
し
た
、

と
発
表
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、

総
面
積
３
万
７
千
平
方
㍍
の
全

て
が
米
国
で
の
医
薬
品
な
ど
の

規
制
基
準
「
ｃ
Ｇ
Ｍ
Ｐ
」
に
準

拠
し
た
医
薬
品
専
用
施
設
と
し

経
費
は
定
額
で
、
合
わ
せ
て
２

５
０
０
万
円
ま
で
補
助
す
る
。

実
証
経
費
は
総
額
の
２
分
の

１
、
５
千
万
円
を
上
限
と
し
て

い
る
。
申
請
期
限
は
10
月
31

日
。
事
業
期
間
は
交
付
決
定
日

か
ら
２
０
２
６
年
２
月
20
日
ま

で
。

（
田
中
信
也
）

を
開
始
し
た
、
と
発
表
し
た
。

地
域
の
産
業
振
興
を
担
う
地

方
自
治
体
、
産
業
団
体
・
経
済

団
体
、
荷
主
、
物
流
事
業
者
な

ど
で
構
成
さ
れ
る
協
議
会
（
地

方
自
治
体
１
団
体
か
つ
荷
主
も

し
く
は
物
流
事
業
者
が
２
社
以

上
の
参
画
が
必
須
）
に
よ
る
地

域
連
携
の
モ
ー
ダ
ル
シ
フ
ト

や
、
共
同
輸
配
送
な
ど
の
先
進

的
な
取
り
組
み
を
支
援
す
る
。

補
助
対
象
は
、
地
域
の
物
量

の
把
握
・
可
視
化
な
ど
に
必
要

な
調
査
や
分
析
、
協
議
会
の
運

営
、
共
同
輸
配
送
な
ど
物
流
効

率
化
に
向
け
た
実
証
に
掛
か
る

経
費
。
調
査
・
分
析
、
運
営
の

国
土
交
通
省
は
１
日
、
地
方

自
治
体
、
荷
主
、
物
流
事
業

者
、
地
域
の
産
業
団
体
が
協
働

で
地
域
の
物
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
再
構
築
す
る
「
地
域
連
携
モ

ー
ダ
ル
シ
フ
ト
等
促
進
事
業

（
補
助
事
業
）
」
の
４
次
公
募

ス
（
ト
ナ
ミ
Ｃ
Ｌ
、
飛
弾
芳
彦

社
長
）
が
、
一
般
貨
物
運
送
の

西
金
運
輸
（
飛
弾
社
長
）
と
藤

和
商
運
（
同
）
、
自
動
車
板
金

塗
装
業
の
大
栄
自
動
車
工
業

（
同
）
の
３
社
を
取
り
込
ん

だ
。な

お
、
ト
ナ
ミ
Ｃ
Ｌ
は
７
月

１
日
付
で
ア
ペ
ッ
ク
ス
か
ら
社

名
変
更
し
て
お
り
、
24
年
６
月

に
子
会
社
化
し
た
同
社
を
冷
凍

・
冷
蔵
品
を
扱
う
物
流
会
社
と

し
て
対
外
的
に
明
確
化
し
た
。

（
河
野
元
）

一
貫
輸
送
貨
物
取
扱
業
を
手
掛

け
る
ト
ナ
ミ
国
際
物
流
（
吉
田

博
之
社
長
、
中
区
）
が
、
海
上

コ
ン
テ
ナ
輸
送
に
携
わ
る
貨
物

自
動
車
運
送
事
業
の
山
昭
運
輸

（
中
谷
亨
社
長
、
同
）
を
吸

収
。
金
沢
市
に
つ
い
て
は
、
ト

ナ
ミ
コ
ー
ル
ド
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク

買
収
）
推
進
を
踏
ま
え
た
取
り

組
み
。

横
浜
市
で
は
、
一
般
港
湾
運

送
事
業
や
通
関
業
、
国
際
複
合

ト
ナ
ミ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

は
１
日
、
１
０
０
％
子
会
社
間

で
二
つ
の
合
併
事
案
が
完
了
し

た
、
と
発
表
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ

関
連
性
の
高
い
事
業
を
近
い
エ

リ
ア
で
展
開
し
て
お
り
、
経
営

管
理
体
制
を
一
元
化
し
、
一
層

の
効
率
化
を
図
る
の
が
狙
い
。

横
浜
市
と
金
沢
市
の
ケ
ー
ス

で
、
と
も
に
１
日
付
で
実
施
し

た
。２

０
２
４
年
４
月
に
ス
タ
ー

ト
し
た
３
カ
年
中
期
経
営
計
画

に
盛
り
込
ん
で
い
る
、
事
業
の

適
正
規
模
再
編
に
よ
る
資
本
効

率
の
向
上
、
Ｍ
＆
Ａ
（
合
併
・

だ
。25

年
12
月
期
は
、
売
上
高
が

前
期
比
２
・
５
％
増
の
２
千
億

円
、
営
業
利
益
は
０
・
７
％
増

の
56
億
円
、
経
常
利
益
が
14
・

１
％
減
の
42
億
円
、
純
利
益
は

13
・
６
％
減
の
23
億
円
を
見
込

む
。

（
佐
々
木
健
）

売
上
高
は
12
・
６
％
増
の
１
８

７
億
３
０
０
万
円
、
営
業
利
益

が
26
・
５
％
減
の
10
億
８
千
万

円
だ
っ
た
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で

の
配
送
業
務
拡
大
、
日
本
国
内

で
の
車
両
と
燃
料
販
売
増
加
で

売
り
上
げ
が
伸
び
た
も
の
の
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
の
保
管
貨
物

減
少
で
営
業
利
益
が
落
ち
込
ん

11
億
１
４
０
０
万
円
と
な
っ

た
。
適
正
料
金
施
策
が
進
ん
だ

一
方
で
、
チ
ェ
ー
ン
ス
ト
ア
と

の
取
引
の
減
少
に
よ
り
売
り
上

げ
が
減
少
し
た
。
た
だ
、
取
引

減
少
で
収
益
が
適
正
化
さ
れ
、

営
業
利
益
が
増
加
し
た
。

海
外
事
業
や
燃
料
・
車
両
販

売
を
手
掛
け
る
関
連
事
業
は
、

バ
ウ
ン
ド
（
訪
日
外
国
人
）
の

増
加
に
伴
い
荷
量
が
増
え
た
も

の
の
、
消
費
者
の
節
約
志
向
や

運
送
・
倉
庫
の
コ
ス
ト
ア
ッ
プ

を
受
け
、
売
上
高
は
前
年
同
期

比
３
・
８
％
増
の
１
５
０
６
億

９
５
０
０
万
円
、
営
業
利
益
が

９
・
７
％
減
の
44
億
５
１
０
０

万
円
の
増
収
減
益
と
な
っ
た
。

セ
グ
メ
ン
ト
で
は
、
食
品
メ

ー
カ
ー
向
け
の
共
同
物
流
事
業

の
売
上
高
は
３
・
７
％
増
の
１

０
２
１
億
５
４
０
０
万
円
、
営

業
利
益
が
４
・
２
％
減
の
22
億

３
１
０
０
万
円
だ
っ
た
。
適
正

料
金
施
策
や
既
存
取
引
の
拡
大

で
売
り
上
げ
が
増
加
し
た
も
の

の
、
運
送
・
倉
庫
の
コ
ス
ト
ア

ッ
プ
で
営
業
利
益
が
減
少
し

た
。チ

ェ
ー
ン
ス
ト
ア
と
コ
ン
ビ

ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
向
け
の
専
用

物
流
事
業
は
、
売
上
高
が
０
・

９
％
減
の
２
９
８
億
３
８
０
０

万
円
、
営
業
利
益
は
１
％
増
の

し
た
２
０
２
４
年
12
月
～
25
年

８
月
期
の
連
結
業
績
は
、
イ
ン

キ
ユ
ー
ソ
ー
流
通
シ
ス
テ
ム

（
Ｋ
Ｒ
Ｓ
）
が
９
月
30
日
発
表

皆
さ
ん
に
新
聞
販
売
店
の
特
徴

を
理
解
・
共
感
い
た
だ
き
な
が

ら
、
全
国
の
新
聞
販
売
店
と
手

を
携
え
て
新
し
い
物
流
イ
ン
フ

ラ
を
育
て
て
い
き
た
い
」
と
意

気
込
む
。

フ
ラ
。
そ
の
サ
ー
ビ
ス
レ
ベ
ル

は
物
流
会
社
よ
り
高
い
。
生
花

の
定
期
便
が
ラ
ス
ト
ワ
ン
マ
イ

ル
を
担
う
第
４
極
、
第
４
の
選

択
肢
で
あ
る
こ
と
を
広
く
知
っ

て
も
ら
う
良
い
機
会
。
荷
主
の

う
方
針
の
下
、
年
内
に
東
北
、

信
越
、
東
海
の
全
域
を
カ
バ
ー

す
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
を

目
指
し
て
い
る
。

近
藤
氏
は
「
新
聞
販
売
店
は

地
域
に
信
頼
さ
れ
て
い
る
イ
ン

髙
木
氏
は
「
こ
れ
ま
で
も
季

節
の
フ
ル
ー
ツ
の
販
売
な
ど
を

手
掛
け
て
き
た
の
で
、
生
花
を

取
り
扱
う
の
は
特
別
な
こ
と
で

は
な
い
。
新
聞
配
達
で
培
っ
た

知
見
や
経
験
を
生
か
し
、
Ｌ
Ｏ

Ｍ
Ｓ
と
共
に
生
花
な
ど
の
宅
配

を
イ
ン
フ
ラ
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て

確
立
さ
せ
た
い
。
私
は
日
本
新

聞
販
売
協
会
の
副
会
長
の
立
場

で
、
新
聞
販
売
店
の
バ
イ
ク
の

電
動
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
推
進

し
て
い
る
。
Ｌ
Ｏ
Ｍ
Ｓ
と
は
サ

ス
テ
ナ
ブ
ル
（
持
続
可
能
）
な

配
送
網
の
構
築
で
も
一
緒
に
取

り
組
ん
で
い
く
」
と
語
る
。

Ｌ
Ｏ
Ｍ
Ｓ
で
は
長
年
に
わ
た

り
地
域
に
根
を
下
ろ
し
て
商
売

を
続
け
て
い
る
新
聞
販
売
店
の

新
た
な
可
能
性
に
着
目
。
全
国

の
新
聞
販
売
店
に
向
け
て
物
流

ビ
ジ
ネ
ス
へ
の
参
入
を
呼
び
掛

け
て
い
る
。
新
聞
販
売
店
に
委

ね
る
貨
物
は
宅
配
会
社
の
案
件

に
加
え
、
荷
主
企
業
か
ら
引
き

受
け
た
案
件
は
こ
れ
ま
で
エ
リ

ア
を
限
定
し
て
い
た
が
、
今
後

は
荷
主
企
業
の
全
国
物
流
も
行

て
相
談
を
受
け
た
髙
読
の
髙
木

社
長
は
、
Ｙ
Ｃ
幸
手
西
・
幸
手

東
の
江
森
弘
幸
店
長
と
中
島
裕

太
氏
（
折
り
込
み
担
当
）
に
事

業
化
の
準
備
を
指
示
。
両
氏
を

中
心
に
生
花
の
配
達
事
業
の
立

ち
上
げ
に
向
け
、
歩
を
進
め
て

い
っ
た
と
い
う
。

江
森
氏
は
「
宅
配
は
我
々
の

強
み
と
す
る
と
こ
ろ
。
中
島
が

最
初
に
１
人
で
配
達
し
、
『
昼

間
は
効
率
が
悪
い
』
と
報
告
を

受
け
た
。
現
在
の
配
達
件
数
は

８
、
９
件
と
少
な
い
こ
と
も
あ

り
、
朝
刊
と
一
緒
に
届
け
る
こ

と
に
し
た
。
こ
う
し
た
商
品
を

配
達
す
る
に
は
ス
タ
ッ
フ
の
意

識
を
改
革
す
る
教
育
が
必
要
に

な
る
」
と
話
す
。

中
島
氏
も
「
新
聞
は
遅
配
の

ク
レ
ー
ム
が
あ
る
。
私
た
ち
は

看
板
を
背
負
っ
て
仕
事
を
し
て

お
り
、
責
任
感
を
持
っ
て
細
心

の
注
意
を
払
い
な
が
ら
商
品
を

届
け
て
い
る
。
生
花
を
配
達
す

る
ス
タ
ッ
フ
は
当
人
の
資
質
な

ど
を
見
て
人
選
し
て
い
る
」
と

説
明
す
る
。

刊
と
一
緒
に
生
花
を
週
１
回
の

頻
度
で
配
達
。
各
家
庭
の
ポ
ス

ト
に
入
れ
る
の
が
基
本
ス
タ
イ

ル
で
、
雨
天
時
は
髙
読
の
判
断

で
包
装
箱
を
ビ
ニ
ー
ル
袋
で
覆

う
な
ど
商
品
価
値
を
損
ね
ず
に

届
け
て
い
る
。

髙
読
は
花
の
定
期
便
を
読
者

に
案
内
す
る
チ
ラ
シ
も
作
成
す

る
な
ど
、
試
行
錯
誤
を
重
ね
な

が
ら
事
業
ノ
ウ
ハ
ウ
の
蓄
積
に

励
ん
で
い
る
。
配
達
に
用
い
る

バ
イ
ク
は
電
動
化
し
て
お
り
、

環
境
へ
の
取
り
組
み
も
ア
ピ
ー

ル
し
な
が
ら
、
物
流
イ
ン
フ
ラ

と
し
て
の
可
能
性
を
追
求
す

る
。Ｌ

Ｏ
Ｍ
Ｓ
の
近
藤
社
長
か
ら

生
花
の
宅
配
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い

幸
手
市
で
新
聞
販
売
店
（
Ｙ
Ｃ

幸
手
、
Ｙ
Ｃ
幸
手
西
、
Ｙ
Ｃ
幸

手
東
）
を
営
む
髙
読
（
髙
木
康

夫
社
長
）
の
ス
タ
ッ
フ
が
、
朝

新
聞
販
売
店
（
読
売
セ
ン
タ

ー
〈
Ｙ
Ｃ
〉
）
の
ス
タ
ッ
フ
に

よ
る
生
花
の
配
達
は
７
月
後
半

か
ら
開
始
し
て
い
る
。
埼
玉
県

配
送
に
よ
り
、
配
送
の
効
率
化

や
、
環
境
負
荷
の
軽
減
に
も
つ

な
げ
て
い
く
。

配
送
セ
ン
タ
ー
は
、
鉄
骨
造

り
３
階
建
て
の
「
Ｋ
Ｒ
Ｄ
－
Ｌ

ｏ
ｇ
ｉ
ｓ
ｔ
ｉ
ｃ
ｓ
福
岡
小

郡
」
に
開
設
。
延
べ
床
面
積
２

万
５
６
０
０
平
方
㍍
の
う
ち
使

用
ス
ペ
ー
ス
は
１
６
０
０
平
方

㍍
。

（
園
川
萌
子
）

と
で
、
大
規
模
な
自
然
災
害
発

生
時
に
リ
ス
ク
を
分
散
で
き
る

体
制
を
整
え
、
災
害
に
強
く
、

安
定
し
た
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン

（
供
給
網
）
の
構
築
を
目
指

す
。
ま
た
、
在
庫
保
管
ス
ペ
ー

ス
を
増
や
す
こ
と
で
、
物
流
量

の
変
動
に
柔
軟
に
対
応
で
き
る

体
制
を
整
え
る
。
更
に
、
他
の

直
販
メ
ー
カ
ー
各
社
と
の
共
同

い
っ
た
課
題
に
対
応
す
る
。

Ｂ
Ｃ
Ｐ
（
事
業
継
続
計
画
）

で
は
、
物
流
拠
点
を
増
や
す
こ

ー(

大
阪
市
此
花
区)

か
ら
製
品

を
配
送
し
て
い
た
。
九
州
配
送

セ
ン
タ
ー
は
、
関
西
―
九
州
の

長
距
離
配
送
に
伴
う
物
流
課
題

に
対
応
す
る
目
的
で
開
設
し
、

沖
縄
県
を
除
く
九
州
７
県
と
山

口
県
を
配
送
エ
リ
ア
と
す
る
。

鹿
児
島
県
の
販
売
拠
点
へ
配
送

す
る
場
合
、
従
来
９
０
０
㌔
だ

っ
た
配
送
距
離
を
３
０
０
㌔
以

内
に
抑
え
る
こ
と
が
可
能
と
な

る
な
ど
、
ド
ラ
イ
バ
ー
不
足
と

ク
ラ
シ
エ
薬
品
（
髙
橋
健
二

社
長
、
東
京
都
港
区
）
は
１

日
、
漢
方
薬
の
安
定
供
給
体
制

強
化
に
向
け
、
九
州
エ
リ
ア
初

の
物
流
拠
点
と
し
て
福
岡
県
小

郡
市
に
九
州
配
送
セ
ン
タ
ー
を

新
設
し
、
順
次
稼
働
さ
せ
た
、

と
発
表
し
た
。

こ
れ
ま
で
同
社
で
は
、
埼
玉

県
と
大
阪
府
に
マ
ザ
ー
セ
ン
タ

ー
を
備
え
、
山
口
県
を
含
む
九

州
エ
リ
ア
は
関
西
配
送
セ
ン
タ

企
業
と
共
に
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー

ン
（
供
給
網
）
の
全
体
最
適
化

を
図
り
、
医
薬
品
の
安
定
供
給

体
制
の
構
築
を
推
進
す
る
。

扶
桑
薬
品
工
業
は
ブ
ド
ウ
糖

注
射
剤
や
生
理
食
塩
液
な
ど
輸

液
製
剤
の
主
要
メ
ー
カ
ー
で
あ

り
、
か
つ
人
工
腎
臓
透
析
用
剤

の
ト
ッ
プ
メ
ー
カ
ー
の
地
位
を

確
立
。
一
方
で
、
物
流
業
界
は

慢
性
的
な
労
働
力
不
足
と
い
う

課
題
を
抱
え
て
い
る
ほ
か
、
改

正
物
流
法
や
医
薬
品
の
国
際
的

な
流
通
基
準
「
Ｇ
Ｄ
Ｐ
」
の
準

拠
、
Ｂ
Ｃ
Ｐ
（
事
業
継
続
計

画
）
対
策
と
い
っ
た
様
々
な
対

応
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
う

し
た
中
で
も
メ
ー
カ
ー
物
流
会

社
と
し
て
、
今
後
も
持
続
可
能

な
物
流
の
構
築
を
目
指
す
。

（
澤
田
顕
嗣
）

大
塚
倉
庫
（
濵
長
一
彦
社

長
、
大
阪
市
港
区
）
は
９
月
29

日
、
扶
桑
薬
品
工
業
の
物
流
業

務
を
受
託
す
る
、
と
発
表
し

た
。
北
海
道
拠
点
の
運
用
を
９

月
に
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
の
を
皮

切
り
に
、
業
務
の
受
託
エ
リ
ア

を
順
次
拡
大
し
て
い
く
。
荷
主

ン
物
流
と
の
接
続
性
評
価
・
実

装
支
援
な
ど
を
ア
ル
ピ
コ
Ｈ
Ｄ

が
担
う
。
ま
た
、
ド
ロ
ー
ン
運

航
に
必
要
な
運
航
管
理
シ
ス
テ

ム
な
ど
の
提
供
、
ラ
ス
ト
ワ
ン

マ
イ
ル
物
流
体
制
構
築
支
援
、

防
災
・
平
時
両
用
の
ド
ロ
ー
ン

物
流
ス
キ
ー
ム
設
計
を
エ
ア
ロ

ネ
ク
ス
ト
が
務
め
る
。

ア
ル
ピ
コ
Ｈ
Ｄ
の
佐
藤
裕
一

社
長
は
「
こ
の
連
携
が
双
方
に

と
っ
て
有
意
義
で
あ
る
こ
と
を

期
待
す
る
と
と
も
に
、
豊
か
な

地
域
社
会
の
実
現
に
向
け
て
、

更
な
る
貢
献
が
で
き
る
よ
う
取

り
組
ん
で
い
く
」
と
し
て
い

る
。

（
加
藤
紀
之
介
）

開
地
域
の
制
度
・
規
制
へ
の
対

応
戦
略
立
案
、
地
域
特
化
型
の

事
業
モ
デ
ル
構
築
と
拡
張
計
画

を
２
社
共
通
で
行
い
、
グ
ル
ー

プ
ア
セ
ッ
ト
の
提
供
、
ド
ロ
ー

人
材
開
発
と
雇
用
創
出
を
通
じ

た
地
域
体
験
を
目
的
と
し
て
い

る
。各

社
の
役
割
と
し
て
、
実
証

事
業
の
設
計
・
推
進
、
事
業
展

エ
ア
ロ
ネ
ク
ス
ト
（
田
路
圭

輔
社
長
、
東
京
都
渋
谷
区
）
は

９
月
30
日
、
ア
ル
ピ
コ
ホ
ー
ル

デ
ィ
ン
グ
ス
と
、
新
ス
マ
ー
ト

物
流
、
ド
ロ
ー
ン
関
連
技
術
と

の
融
合
に
よ
る
新
た
な
サ
ー
ビ

ス
開
発
を
通
じ
て
地
域
や
社
会

の
課
題
解
決
に
向
け
た
資
本
業

務
提
携
を
締
結
し
た
、
と
発
表

し
た
。
こ
の
提
携
に
よ
り
企
業

価
値
の
向
上
と
社
会
の
持
続
的

発
展
を
目
指
す
。
締
結
日
は
29

日
。こ

の
提
携
は
、
新
ス
マ
ー
ト

物
流
「
Ｓ
ｋ
ｙ
Ｈ
ｕ
ｂ
（
ス
カ

イ
ハ
ブ
）
」
の
実
装
推
進
を
通

じ
た
地
域
社
会
イ
ン
フ
ラ
の
再

構
築
、
ド
ロ
ー
ン
配
送
を
起
点

と
し
た
新
た
な
体
験
・
ブ
ラ
ン

ド
価
値
の
創
出
を
通
じ
た
収
益

モ
デ
ル
の
共
創
、
「
Ｓ
ｋ
ｙ
Ｈ

ｕ
ｂ

Ｅ
ｍ
ｅ
ｒ
ｇ
ｅ
ｎ
ｃ
ｙ

Ｐ
ａ
ｃ
ｋ
ａ
ｇ
ｅ
」
の
実
装

推
進
を
通
じ
た
フ
ェ
ー
ズ
フ
リ

ー
な
地
域
防
災
イ
ン
フ
ラ
の
構

築
、
物
流
ド
ロ
ー
ン
に
関
わ
る

（
面
担

北
博
樹
）

支
社
Ａ
チ
ー
ム
が
、
３
位
に
東

京
支
社
Ｂ
チ
ー
ム
が
続
い
た
。

個
人
の
部
で
は
、
山
形
支
社

Ａ
チ
ー
ム
に
所
属
す
る
山
口
雄

士
選
手
が
、
普
通
車
２
ト
ン
の

部
と
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
の
部
で

１
位
に
輝
い
た
。
ま
た
、
大
型

車
増
ト
ン
車
の
部
で
奥
山
貴
勇

選
手
（
山
形
支
社
Ａ
チ
ー
ム
）

が
、
普
通
車
４
ト
ン
の
部
で
は

牧
大
夢
選
手
（
東
京
支
社
Ａ
チ

ー
ム
）
、
女
性
の
部
は
菊
池
美

智
子
選
手
（
盛
岡
支
店
）
が
優

勝
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
省
燃
費
運
転
奨

励
賞
で
中
村
拓
巳
選
手
（
北
関

東
Ｂ
チ
ー
ム
）
ら
３
人
、
関
係

会
社
奨
励
賞
は
鑓
水
一
嘉
選
手

（
東
北
第
一
物
流
）
ら
４
人
が

受
賞
し
た
。

（
稲
井
日
菜
子
）

る
。
女
性
の
部
の
設
立
に
よ

り
、
他
の
事
業
所
で
働
く
女
性

ド
ラ
イ
バ
ー
と
の
交
流
の
場
と

な
る
こ
と
も
期
待
し
、
来
年
以

降
は
よ
り
多
く
の
エ
ン
ト
リ
ー

を
見
込
む
。

ト
ラ
ッ
ク
部
門
は
学
科
、
運

転
実
技
、
日
常
点

検
、
省
燃
費
運
転

の
４
種
目
、
フ
ォ

ー
ク
リ
フ
ト
部
門

は
運
転
実
技
の
１

種
目
で
競
技
を
実

施
し
た
。

団
体
の
部
で
は

山
形
支
社
Ａ
チ
ー

ム
が
優
勝
し
た
。

準
優
勝
に
は
仙
台

人
、
一
般
の
部
１
人
の
合
計
４

人
の
女
性
ド
ラ
イ
バ
ー
が
参

加
。
同
社
で
は
更
衣
室
や
休
憩

室
、
ト
イ
レ
を
改
築
す
る
な
ど

女
性
が
働
き
や
す
い
環
境
の
構

築
に
努
め
て
お
り
、
女
性
ド
ラ

イ
バ
ー
の
活
躍
を
推
進
し
て
い

第
一
貨
物
（
米
田
総
一
郎
社

長
、
山
形
市
）
は
９
月
28
、
29

の
両
日
、
運
転
技
能
競
技
大
会

を
開
い
た
。
２
年
ぶ
り
と
な
っ

た
今
大
会
は
、
２
０
２
４
年
３

月
に
建
て
替
え
ら
れ
た
中
央
研

修
所
（
山
形
県
天
童
市
）
が
稼

働
し
て
か
ら
初
め
て
の
開
催
。

今
回
か
ら
表
彰
規
定
に
女
性
の

部
を
新
た
に
設
け
、
女
性
ド
ラ

イ
バ
ー
活
躍
の
更
な
る
推
進
を

図
っ
た
。
全
国
６
支
社
と
関
係

会
社
か
ら
集
ま
っ
た
46
人
の
選

手
が
、
プ
ロ
ド
ラ
イ
バ
ー
と
し

て
の
技
能
を
競
い
合
っ
た
。

開
会
式
で
、
米
田
社
長
が
新

た
な
研
修
所
で
の
一
か
ら
の
準

備
を
ね
ぎ
ら
っ
た
上
で
、
「
選

手
の
皆
さ
ん
に
は
、
日
頃
培
っ

た
技
能
を
遺
憾
な
く
発
揮
し
て

も
ら
い
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。

大
会
に
は
、
女
性
の
部
３

リ
フ
ト
競
技
に

臨
む
女
性
選
手

（

日
）

ＬＯＭＳ 荷主の全国物流乗り出す
生
花
を
朝
刊
と
一
緒
に
電
動
バ
イ
ク
で
配
達

Ｋ
Ｒ
Ｄ
－
Ｌ
ｏ
ｇ
ｉ
ｓ
ｔ
ｉ

ｃ
ｓ
福
岡
小
郡
に
開
設

扶
桑
薬
品
の
物
流
受
託

安
定
供
給
体
制
構
築

大
塚
倉
庫

国交省

地
域
連
携
モ
ー
ダ
ル
シ
フ
ト
促
進

補
助
事
業

４
次
公
募
開
始

エ ア ロ
ネクスト

ア
ル
ピ
コ
と
資
本
提
携

ド
ロ
ー
ン
物
流
で
地
域
貢
献

子
会
社
合
併
２
件
完
了

ト
ナ
ミ
Ｈ
Ｄ

一
層
の
効
率
化
図
る

労
基
法
改
正
へ

過
半
数
労
組

在
り
方
を
審
議

厚
労
省

ナカノ商会とシマント

輸配送計画システム開発

配車･運行効率を向上

ＮＸＨＤ

米
国
物
流
拠
点

改
修
完
了

医
薬
品
専
門

全
館
で
規
制
基
準
準
拠

クラシエ
薬 品

九
州
で
初

漢
方
薬
を
安
定
供
給

イ
ン
フ
ラ
ビ
ジ
ネ
ス
確
立
へＫ

Ｒ
Ｓ
営
業
益
９
％
減

12
～
８
月

運
送･

倉
庫
コ
ス
ト
増

第一貨物運転技能競技大会

全国から46選手出場
女性の部新設 活躍推進

ラ
ス
ト
ワ
ン
マ
イ
ル
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
（
Ｌ
Ｏ
Ｍ
Ｓ
、
近
藤
正
幸
社
長
、
東
京
都
中
央
区
）

は
、
新
聞
販
売
店
の
ア
セ
ッ
ト
を
活
用
し
て
荷
主
の
全
国
物
流
を
手
掛
け
る
事
業
に
乗
り
出
し

た
。
今
夏
か
ら
請
け
負
う
生
花
の
宅
配
サ
ー
ビ
ス
は
第
１
弾
で
、
荷
主
の
要
請
に
基
づ
く
宅
配

エ
リ
ア
は
埼
玉
県
幸
手
市
周
辺
を
皮
切
り
に
順
次
拡
大
。
生
花
の
宅
配
事
業
を
契
機
に
荷
主
企

業
と
の
直
接
取
引
に
注
力
し
て
い
く
。

（
澤
田
顕
嗣
）

第 3種郵便物認可３ 2025年(令和7年)10月 7 日(火曜日)総　合　２


